
いるがその判起用の抗血ア刺よ主として白人妊餌血～肋こ折
っているため口本人の椛族特只的抗節の牧山には不適当

でありしかも抗体の特典性がLt1-のものでなく且つこの

ようにして相られる抗血柄の丑的な制限の関田もある｡

そこで耽 は々サルに同位又はヒト白血球を免疫すること

に上って彬異的な抗HLA血河の作封を試みた｡
まずニホソザル10頭,アカゲザル10頭,ブタオザル5

輔べニガオザノ㌣5頭を使用し,個々の白血球のヒトHLA
抗血泊に対する反応をAmos変法にて調べ吸収試晩で

確認した｡

その後 1)サル白血球 (1×107/ml)2)既知HLA
型ヒT.白血球 (1×107/ml)3)培糞Tcell(1×108/

ml)Bcell(1×10ソml)をそれぞれ5m11週おきに

静脈注射し最終免疫から1週間後に採血し,このように

して得た抗血河は等EtのヒトAB血球沈机を加え虫温で
1時間吸収した｡

結果:サル])ソ/t球は-蜘こヒト抗HLA血滑と一様
に反応するがこれはヒ7.に対する種族特典的抗原のため

3.研 究 会

第5回 ニホンザルの現況研究会

於 :京都大学霊長煩研究所会試宝

日 時:1976年7月10日～12日

出席者:約35名

世話人代表:鈴木 苑

1. 報 告 司会 丸橋 珠樹

1. 屋久島のニホソザル 九紹 珠秘

2･ 苗崎山のニホソザルの分裂 西邸 既達

2. ニホソザルの保詔と野猿公苑の問題

司会 上原 良男

1･ ニホソザルの保護と野猿公苑 水原 洋城

2.J.M.C問題の現状 和 秀夫

3. 国際的にみた霊長類の保護とニホンザルの位置

鈴木 晃

3.現況研のすすめ方 司会 鈴木 . 晃

1. 報告岱｢ニホl/ザルの分布と保逆｣に関する討約
4.報 告

1. 大規模株苅田的想とこホソザルの促進

丸山 正樹

同会 館円 邦彦

･2. 番塁について 好広 六一.村松 正敏

司会 四邸 現達

報告としては.掛こ屋久島西岸のニホソザルの分裂群

の取り扱いに関してリポートがあった｡一方は日本で有

と考えられる｡ただし抗Al,A2,B5,A9に対しては
個体によって反応が異なる点から特異性を共有すること

が示唆された｡吸収試晩の結果からサルはA2,B7,B
12はないがA9は個体によって共有しているものがある
ことが明らかとなった｡サルの同種免疫血清は他のサル

白血球とも反応することから組級適合性抗原 くMLA)
の存在が示竣されたのみでなく,ヒトのリソバ球のある

ものとも反応性の上界を示した｡

またヒト白血球で免疫したサル血清は免疫原以外のヒ

ト白血球とも反応し.しかもその反応性は一様でなく,個

体による差が認められた｡以上の所見から,サルリソバ

球はヒ711)I/パ球と一部の抗原性を共有しており,これ

がHLAと閑迎していることが強く京唆された｡

以下の共同利用研究Elの原税は宋茄です｡川中健二,

好庶英一.常田邦彦 (以上,投鬼m!唱1).大村裕.川村
祥介 (以上.設定探題5).俣野曽肝,箇永敏郎 (以上,

設定課周6)｡

-の田村の森林相の故填,一方は後背地をもたないニホ

ソザルの,飢づけによる過大増加の後しまつの問題と,

いづれもニホソザルの生存にとっての基本的な問題につ

ながる話題捉超であった｡

水原の話題は,職後のニホソザルの研究と餌づけのか

らみあい.それらがどのような息考様式の上に取り組ん

で来られたか,そしてそれらはどのような問題を現在に

もたらしたか.といった観点からの話で,現在の野猿公

苑の社会教育の場としても全く無配慮な経営倍庇が強く

批判されていた｡

1976年2月に突如発来されたJMC研究部廃止問題に

関して,その後の動向を和が報告した｡ニホソザルの研

究･保護問題について,常にその中心的存在として活躍

してきたJMC研究部廃止の動きに.畝い批判的想定を

とってきた研究会参加者一同は,関田の動向に強く注目

していた｡

鈴木の報倍は.世界的な正長放研究の建愚化の中で

の,医学的な分野からの研究動物としての霊長塀への強

い詔要と詰まりを指摘し,世界的な野生ポピュレーショ

ンの京過と利用圧の急上昇の中で,米国その他で進めら

れているブリーディソグ･コロニー方式の一般化の債向

を紹介した｡しかし,野生個体群の生きている種の生存

の姿を知らないまま,一般に進められているテープJI,･

ワークとしてのブリーディソ〆･コロニー構想の危険性

を強く批判し,･野生槙とその自然環境の保護の仕事が,
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ひとつの不可避的な分野であることを認誠すべきである

ことが主張された｡

2日日の丸山の ｢大規模林業圏構想とニホソザルの保

護｣は,林業の構造的大改変の中で,ニホソザルの生息

域も,もろにその分布の中核となる地を大規模林業田と

いう網の中にとり込まれてしまうことが指摘された｡そ

れは.ニホンザルだけではなく,日本の自然そのものが

無配慮なデスク･ワークからあみ出された無意味な道路

網によって寸断され,その回復の蚊能さえもがうはわれ

ようとしていることが確認された｡

寄塑問題は.資料の蓄積と共に,具体的な原因究明の

手だてが,しかるべき場所で,充分にとられるべきであ

るということが報告を聞いての率直な感想である｡

(文責 鈴木 苑)

第7回ホミニゼーション研究金

時:1977年3月25日(土)～26日 (日)

釈 :京都大学監長狭研究所会議室

プ ロ グ ラ ム

共通テーマ ｢霊長矧こおける性と進化｣

3月25日 14:00-17:00 座長 香原 志勢

1) 沈辺 毅 (京大･霊長研)霊長炉の性的二塾

2) 江尻昭沓 (京大･霊長研)性的二塾一形態学的奴

点から

3) 小原秀雄 (女子栄養大)性周期と進化

総合討論 17:00-17:30

忽 成 金 於田中崖 18:∞～21:00
3月26日 9:00-12:00 座長 徳田音三郎

4)西田利点 (東大･理･人琉)チソバソジーにおけ

る行動の性的二塾と発育

5) 森 明雄 (京大･霊長研)霊長塀における性と行

動

.6) 鈴木 克 く京大･霊長研)霊長煩の社会と家族の

起蔽.性の役割

総合討論 12:00-12:30

昼 休 み

13:30-16:30 座長 富川 盛道

7) 北原 隆 (上智大)道具使用における性の閉題

(位題)

8) 米山俊直 (京大･教糞)男と女にみられる性の社

会的役割

9) 藤岡盲愛 (愛媛大)イメージと性

総合討論 16:30-17:00

報 告 (世話人より).17:00-17:15

ホミニゼ-シzz./研究会

世話人:河合 雅雄

江原 昭普

田中 二郎

鈴木 兵

法辺 毅

ホミニゼーシZZソにおける性の聞屈は,ひとつの盃要

な基本的な問題である｡この間題に対して.形恩学,柿

乳現学,霊長煩行動学,霊長塀社会学,文化人筋学,棉

神入坑学等広範な立場からそれぞれの論点を話してもら

った｡何故性的二型が出現するか? 性周期は造化にと

もないどのように変ってきたか,霊長杭の性周期は他の

嘱乳穀と比較してどのような特徴があるか,チソバソジ

ーにみられる行動の性的二型はどのような意味をもつ

か,行動の性的二塾はどのような社会分業に発展しうる

のか,社会的行動は体内的ホルモソ周期によってどのよ

うな影響を受けるか,社会的順位は性的アクティビィテ

ィーとどのような関係があるか,霊長規の社会は何を契

校として進化してきたか,ヒ11家族の原初的形態を現生

霊長規のうちに探りうるのか,ヒトの家族と生物的家族

集団とは何が異なるのか,道具使用は, ヒト化の過程

で,どのt郊皆から決定的な役割を果たすことになった

か,男と女の閥で,さまざまなタブーの存在するのは何

故か,社会の統合故将の中で性の果たす役割の大きさは

どれほどか,様 な々幻想供域の中で性の果たす役割はど

れほどか｡

試論の終ったあと<･も,以上の雑多な様 な々問いかけ

に,どれだけの解答ができたであろうか｡｢性の問題｣

は生きている串がらのうちの基本的な側面であるだけ

に,一回の研究会で食いかじる鋭域はかぎりがあったよ

うに思う｡盃ねての会の必要性が感じられたテーマであ

った｡

1日日の最後に朝山新-氏のヒT･の性行動に関する映

画が上映された｡

(文糞 鈴木 晃)

地域個体群に関する研究会

期 日:1977年2月4･5日

場 所 :霊長煩研究所1階会議室

参加者:約50名

I.遊動と食物･土地利用

座長:大沢 秀行 (霊長研)

1.下北M群の遊動と森林利用

足沢 貞成 く霊長研)

2･香春岳の群れの姑投後の遊動域と土地利用の変化

池田 啓,江口和洋 (九大 ･生物)

3･ニホソザル食物の内容分析

小金沢正昭 (東農工大)
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l 近動とアクティビティ

座長 河合 雅雄 (忠F{研)

4.花宕山の群れの日周活劾

平LI苅包子 (東大･埋)

5.串凸の群れのアクティビティ

爪木 一夫 (泰西高校)

Ⅱ 遊動の社会学

座長 森 明雄 (霊長研)

6.屋久島の工事場群にみられるグ/レーブ化現象につ

いて 丸橋 珠樹 (霊長研)

7.屋久島のサルの遊動とグルーピソグ

増井 宏一 (屋久島グJt,-プ)

& 天原山の群れのサブグルーピソグ

福田史夫,村松正敏,田中 退

くマカク研究会)

J.ブルT･ソ (丑長研)
Ⅳ.遊動諭の諸問題

座長 鈴木 克 く霊長研)

9.野生個体群のボビーレーシォソ榊遊,その他の生
倍学的問題 増井忠一,末 位 (霊長研)

Y.今後の進め方 (司会 鈴木 晃)

世話人 河合雅雄,末 位,鈴木 晃,森 明雄

遊動に関する研究は,最近のニホ./ザル研究の中で最

も力がそそがれている分野である｡餌づけされていない

群れを中心に,ニホソザルの野生の生活内容を具体的に

把捉し,生息環境との閑適において分析を行い,群れの

維持放柄と適応の扱序を解明しようという試みである｡

そしてそれらの事象が.一社全構造とどのような閑適をも

つかということが,大きな課題である｡以上の問題をめ

(･って,9折堰が発表され,今後の進め方について肘的
がなされた｡

足沢は,完全に人づけされた下北の野生群M群を対象

に.,冬期における克明な追跡の結果から,遊動/レ-I.の

選択と食物および気温との関係,とまり場の選択につい

て述べた｡遊動はホームレソジの認知構造に基づいた適

正利用が行れていること,遊動は日中平均気温が4oC以

下では著しい低下を示すことから,ニホソザルの生存限

界についての伝説を提出した｡

池田.江口は.香春岳の群れが,描控後ポビュt/-シ

'ソが3分の2に減少したために,遊動域が締少した現

象を述べ.土地利用との閑適において.遊動域の決建要

田を分析した｡小金沢は房総と日光の群れの苅分析によ

って食性を調べた｡それによって,枇物虫の部位.■動物

食の相対的摂取皿を脚鬼し,食性の季節変化と行動域内

の食物との閑遇を述べた｡

弟Ⅰ部では,アクティビティと遊動の閉店がとりあげ
られた｡平岩は苗宕山の群れで行ったアクティビティに

ついて報告した｡遊動中の群れの拡がり,移動距離.泊

り喝の選択などについての季節変化をのべ,それらが採

全条件に上って大きく変動する状況について解析した｡

爪木は串良の群れでの個体追跡によるアクティビティの

結県を発来した｡それは年令,性,ステークスによる差

および季節変化が認められるが,群れとしてのアクティ

ビティリズムは.あるバクーソをもっていることを明ら

か†こした｡

第3部は,遊動と社会榊弧 とくにグJt,-ビングの問

題についての発表である｡九矧 土人づけされた屋久島の

工事場群の長期観察から,郡れがしばしばサブグループ

に分かれて独自の遊動をすることを肝純なデータで示し

た｡サブグループの杓成は一党ではないが.オスを中心

としたもの,メスグループなどのいくつかの現型化が可

能であることを述べ,今後の艮fnについて約を進めた｡

ついで屋久島グループの総合調査に韮づいて.遊動とサ

ブグルーピソ〆の状腿が増井に上って報告された｡研究

は進行中で,結論はまだえられていないが.グループサ

イズの出現爪床が性･年令別に示され,サブグループ現

象を社会稲造と土地利用の点から解析する必罪があるこ

とが示疫された｡福田は,天照山の群れが離合耗散的と

もいえるサブグJt,-プ現象を示すことを,ぼう大な焚料

を駆使して展開した｡季節変動の中で,とくに交尾期に

おけるテソボラリグループの重要性をとりあげ.それに

伴なうメスの離脱について興味ある知見を報告した｡ま

た,サブグルービングは遊動パターンと強い閑適をもつ

ことを述べた｡

'茄4部では,白山における群れの分布と群れ構成の変

動,遊動域の変化について,増井が報告した｡また.冬

季における遊動ルーT.とそのバクーソ.移動距離,とま

り場のデータが示され,土地利用との関連において試論

が展開された｡

今回の発表は,資料が豊富なために議論が活発に行わ

れ,充宍した研究会となった｡これらの資料をもとに,

今後理論的な検討と仮説の提出が望まれる｡地域個体群

の研究会は,一応この回で終了するが.S.52年度よりは,

共同利用研究の課題 IとⅠの中で,より充宍した発展を

求めていくことになった｡

(河 合 雅 雌)

第6回行動の研究会

HAggreSS;Yebehay;or"

期一日!1976年12月20日 (月)-21(火)●

場 所 ;忠長耕研究所1階会捕吏

珍加者:約40名

テーマ ｢攻撃行動について｣

一一:51●.一･



第1日

1･飼育ニホンザルの母子閑尉こおける母親の攻撃行

動

板ケ山光一 (阪大 ･人 科)

2･ニホソザルの変向攻撃行動

- 勝山での野外観察にもとづいて-

小山 商正 (阪大 ･人 科)

3･雑種ヒヒ集団のオス間における宥和一示威行動

菅原 和拳 (京大 ･霊長研)

4.討 論

琴2日
5.袋田生活と攻撃性

水原 津城 (東京農工大)

6.ニホンザルの攻撃行動についてのコメソT.

糸魚川直祐 (阪大 ･人科)

7.総合討論および研究会の今後のすすめかた

先入晩を排臨し,親和的行動と反発的行動の両者を詳細

に枚討していくという立場に立って,母の子に対する

攻撃行動をとりあげた｡その結果,母の攻撃行動が子の

生後3カ月日まで増加し,数ヵ月間横ばい状態が続いて

以後,やや減少傾向を示すことを明らかにした｡攻撃行

動の中心をなすものは ''bite叫と:'threat"で,前者は

子の発述初期に頻出してから徐々に減少してゆくのに対

し,後者は子の発達に伴って漸増する債向があった｡母の

子への改野行動の主原因は,母が子によって ''irritate''

させられることではないかと推察し,子はその突放とな

った行動を中止するかあるいは母から遠ざかるという反

応を行なったという｡なおこの研究の詳細はアニマ1977

年1月号に扱っている｡

小山は,ニホソザルの変向攻撃行動に弟目し,この行

動が.Ethologyでいう二次反応にあてはまるのかどう

かを検討した｡変向行動とは,衝動の反応解消過程で,節

消が阻止される場面に対する通常の一次反応ではなく,

nonspecificな行動による=次反応の 1っで,この二

次反E釦こは.この他に退行,転位行動,神経症的反応な

どがある｡餌を個体Aの近くに投げるという,実験操作

を行ない,個体BがAに接近して餌を取り,Aが個体C

を政醍するという事例を祝祭する｡全部で415回餌投げ

拙作な行なったが,サルに対して変向行動がでたのは74

回.人r即こ対して変向行動がでたのは34回で,大部分の

場合,この行動はでておらず,攻撃行動の発現は,3個

体のおかれた掛 こ依存し,攻撃者は自分に不利とならな

い相手を選択していると考えた｡またこの変向攻撃行動

の放伐として,自己中心的な衝動の緩衝作用があり,こ

の扱街既憶が胎位制の校橋の中に組み込まれているとい

う考えを出している｡

菅原は,エチオti'ァに生息するマソナヒヒとアヌビス

ヒヒの種間雑種集団のオス間でみられた特異な行動のい

くつかを紋察し.それらの行動のmotivationの涙縁性

をしらべ,さらにこれらの行動と個体間の佼劣関係,宥

和性の程度などとの比較を行なった｡攻撃行動の形式と

しては,ニホソザルでは順位にしたがった一方向的攻撃

が一般的であるのに,雑種ヒヒでは,敵しい闘いに至る

ことがしばしばで,社会的不安定な個体がこれらの宥和

･示威行動のfocusになることが多く,離合集散的なグ

ルーピソタを行なう集団の "結節"をなすある特定の個

体同士に際立ってよく見られるという｡雑種ヒヒ集団で

は示威性と宥和性とが集団をまとめあげていくうえで機

能的には相補的な関係にあることが示された｡

水原は,ニホソザルの社会生活を行動の観察を通じて

解明しようとする立場から,具体的な攻撃的行動のva-

riationや他の社会的行動との関わりあいについて論じ.

その背後にある'y攻撃性〃について考える必要性を強調し

た｡すなわち,攻撃性のもっともはっきりあらわれた形

は.attackとcIlaSeであるが,その他攻撃的偵向をもち

ながらも他個体と共存することを前提としている多くの

行動があり,また集団生活で攻撃的行動が抑制される過

程などの場合,個体のもつ基本的性質のひとつとしての

I/攻撃性'Yを問題にせざるを得ない｡

そのような集団の中での攻撃性を理解するためには,

1)社会的な発達過程,2)行動にあらわれるvariation,

3)それらが生起する社会的文脈,の3点に注目するこ

との盤要性が指摘された｡

糸魚川は,攻撃行動が種,柴田,個体の存続に果して

いる役割について論じた｡すなわち,それらが適当にコ

ソトロール されているから仲間の破滅にまでいたらな

いのであって,そのような調整機構はどのように働いて

いるかについて,a)個体問で一定距敢以上近づかない

(spacing),セ)攻撃行動を示す相手から遠ざかる,′C)

攻撃の分散,a)攻撃の摩向,e)攻撃行動をなだめる,

あるいは抑止する,などが仮定される｡これらの調整枚

樺は,勝山集団および屋外飼育場 (約1,000nE)における
具体的な観察例によって,支持された｡しかし,勝山集

団分裂の際の争いは,1つの集団として調整される限界

を越えた例であって,1種のモビングのような状態が生

じ,コソトロールや抑制は働かず,相手に死をもたらし

たほどの致しいものであった｡

このような攻撃行動の コソトロールのやり方や限界

は,性,年令,社会的経験などによって異なり.また個

体差も予測されるので,個体レベルにおける粒々の場面

の研究資料が要望される｡

･以上の演者が提供された話題を中心に,biteやchase

として示される狭義の攻撃的行動から,攻撃的性向まで
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含めた広虫の ry攻撃性クの多様なあらわれ方が.広くTE･

発に約じられた｡形の多様性はまたそれらの拭能の変容

を正味し,社会的行動はそれを生じる社会的文脈の中で

理解されねばならない点が改めて確認された｡

(小山正樹,泣伏杓子)

第1回霊長類の系統･進化と周辺科学

応近.物理学や化学などのめざましい進展ぶりと平行

して,生物学の分野でも,それらの成果や方法をとり入

れて,生命領域つまり物質界と生物界の臨界領域に迫る

研究が長足の進歩をとげてきている｡このような生物学

の方向は,今日では時流のひとつになっていて,帖の広

い各専門分野の畝力が前投になっていることはいうまで

もない｡

たしかに生命扱榊の解明は,科学にとっては見果てぬ

長いゆめだったことは確かである｡けれども,それで生

物学の使命が完結するとは決していえない｡もっと巨視

的なレベルで,｢サルとはなにか｣とか ｢ヒ1-とは赦に
か｣というように,生物もしくはある特定の分摂群を,

そっくりそのまま対象にすえて,その穴体を解明するこ

とも.本来の生物学からみて無祝し得ない重要性をもっ

ているからである｡

このような観点から,世界のもうひとつの時流に合わ

せて,当研究所が設立され,人規を含めた正長現金体を

対象とする学際的な研究校関として出発した｡

このような課題を果すには,生物学とか解剖学とか行

動学とか,その他多くの中門分野の学問が,それぞれの

方法や体系に即して,いよいよ詳しく,ますます分析的

に研究をおし進めると同時に,それらの成長を忠長軌こ

関する綜合的な知識体系に,まとめ上げていくことも必

要である｡でなければせっかくの霊長現の知識も,もと

のばらばらな専門分野の知識に解体してしまうか,単な

る知識の収納箱になってしまうだろう｡

以上のような背景の中で,霊長頬の系統と進化につい

て,各専門分野ではどのように捉えているか.またどの

ような関連分野でどの程度に研究が進められているか

杏,まず最初に探り出してみようというのが,今回の研

究会のもっとも大きな目標であった｡この試みを通じ

て,各分野問の情報を交換し合い,今後協力し合ってい

く体制を築き上げることも.当仏なされねばならない.

努力目標となることであろう｡

妨lE]日は.現在霊長双や人机の進化の舞台として脚
光を浴びているアブT)カ･近東･アジアにおける地Tl･

地形･古生物学的研究などに穴地調査をふまえたm前会

を企画した｡

第2-3日は,地Tt･年代･生物地理･形腿･行動･

社会･生態･退伝･核学･生化学などの多方面にわたる

分野から,シ./ポジウムのテーマにかかわる新鮮な話題

を投出し解説を行なった｡参加者の多くは,自分の専門

と隣接した分野で,｢なにが, どのようにして, どこま
で追求されているか｣ということを学びとることがで

普,約文や白物では容易に汲み取り得ない情報に接し

て,近来にない邦街をおぼえたということである｡追加

討論まで含めて.30近い各 の々内容を,ここでひとつ宛

とり出して解説することは不可能なので,演題からそれ

らの内容を汲み取っていただくしか仕方があるまい｡

2月24日

(1)池田 次郎 (京大･部)イヲソ･マラダー地区に

おける発掘

(2)茶潜良次郎(名大･故狂)究771)カの地形と地質
(3)市原 穴 (阪市大･理)イソドネシャの地質と

化石人m

2月25日･26日

(1)安川 克己 (神戸大 ･地球科学)大陸移動説をめ

ぐって

(2)鈴木 正男 (立教大 ･一般改葬)弟3紀盟長塀化

石の年代をめぐって

(3)相見 満 (京大 ･盟長研)共猿規の動物地理学

的考察

(4)茂原 倍生 く独脇医大)盟長現の鼓胸の比較形腰

学

(5)佐藤 俊 (京大 ･忠長研)末ア71)カのとtと

ラク〆の旭物利用をめぐって

(6)虫伏 杓子 (京大 ･泣長研)行動の多様性と進化

(7)川辺 武刀 (阪市大･理)輔乳炉の社会と系統と

の関連

(8)瀬戸口烈司 (京大 ･霊長研)噴乳規の生活様式の

生物学的基礎

(9)竹中 修 (京大 ･霊長研)分子からみた霊長現

の系統

的 庄武 孝義 (京大 ･正長研)血液メソバク質の多

型から見た霊長規の粒間関係

的 平井 百村 (放医研)染色体からみた霊長類の進

化

的 俣野 青汁 (秋田犬)布胎盤ZE(の系統研究におけ

る比較杓子学の応用

世話人 淑戸口烈司,相見満,野上裕生,江原昭善

第3回生殖生理に関するシンポジウ

ム

期 日:1977年2月19-20日
会 場 :霊長現研究所1階会議室

参加者 :約20名
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研究会当日の朝まだき,けたたましい電話のベルで眼

を覚ました｡午前3時,林基之教授がついに永眠された

という｡第1回の当研究会で ｢生命の誕生｣の貴重なフ

ィ/レムを見せていただいたのが3年前｡2年前はブIノ

スアイレスの国際不妊学会で一緒だった｡いずれもお元

気だったが,まるで昨日のことのように思える｡林教授

は,文字通り日本生殖生理学のパイオニア的存在であっ

た｡日本は又しても大きい学星を失った｡先生は我 学々

徒に進むべき多くの道を教えられ,また御自分の受精,

生命の誕生に関する多くの研究を完成半ばにして鬼籍に

入られた｡さぞお心残りであっただろうと察せられる｡

先生の御遺志におこたえする道はただ一つ.我 生々揖

生理研究の学徒が,これらの分野でべス1.をつくす以外

にあるまい｡研究会開始iこ先立ち,出席者に一分間の黙

意をおねがいして,林教授の御冥福をお祈りした｡

それにつけても,かけがえのない人材がガンで失われ

る例が叔近際立って多い｡それも55才から65才に集中し

ている｡その関門を抜けると長寿を全うできるようであ

る｡それは吉円わは,大学数投の停年令の周辺でもある｡

40代の後半に入ったら,男子はすべからく,checkを受

けるべきだ｡かと云って,林教授の噴門癌のように早期

発見の斑かしいcancerもある｡癌細胞は発症しやすい

素因の中で,エネルギーを温存しながらagingの或る

時点で,突如異常増祖して生命を食いつぶす｡ここにも

cbronobiology(時間生物学)が生きている｡

生把生理学は,細胞,辞軌 そして個体の1)ズムを伴

ったまさしくchrbnobiologyそのものである｡弟2回に

ひきつづき今回も｢生碑と1)ズム｣を中心にしたテーマ

で会は下記のプログラムで進行した｡

1. ニホンザルの性行動とリズム (野外観察を中心とし

て) 榎本 知郎(東海大･医)
2.陣痛波形と分娩経過

中嶋 晃 (愛媛大･医)

3. ヒT.生班生理研究モデJレとしてのsub-human

prlmate

麻生 武志 (京大･医)

4. ヒト胎児下垂体のLH-RHへの反応性

田村 貸 (自治医大)

5. ヒトcycliccenterの分化期について

一戸音兵衛 (和歌山県立医大)

6. 鳥規の生殖と内性])ズム

本間 運隆 (東大 ･良)

7. 鶏の排卵周期内の卵管活動について

島田 清司 (名大 ･良)

8. かなり不規則な環境の明暗交替とラッtの発情周期

計時践倍の分化

井上昌次郎 (東京医科歯科大医用器材研)

9. 故細桁造からみた下垂体前菜の中枢調節機構

中井 康光 (昭和大 ･医)

追加発言 亀谷 談(京都花園病院)

10.サルの卵巣における異常卵について

只野 柳 (名大 ･医)

只野 正志 (肢大 ･教荘)

野外の性行動観察では (榎本氏)喚覚情報の届かない

距離から,オスが先ずメスに按近し,オスメスのひっか

かりに視覚情報が先行するらしい｡発情メスの港内の

pheromoneがオスに対する誘引物質であると発表した

のは,Michaelだが, これに対してGoyが否定的なデ

ータをつきつけ,両者は現在,学界で諭敬の火花を散

らしている,榎本氏が現在やって居られる,testosterone

側からのHormoneandBebaviorの研究分野はこれ

からの学問の動向であり,成果を期待したい｡中嶋氏は

3年にわたるサル分娩経過と陣痛波形に関する研究絵括

を提示された｡子宮収縮は両側卵管附JfLi部附近からほぼ

同時に発して放射状に拡がり,正中紋で合流し大半は下

方に伝播すること｡また,たとえ振幅の小さい不規則に

出現する収縮波でも,正規の径路を通って全体に伝描す

るものであること｡更に興味があるのは,陣痛開始当初

は単一の収縮が多いが.開口期が進むにつれ附駈小収縮

の数が増し,5-6個に達する｡娩出期には再び減じて

単一の収縮波のみとなる現象の発見であろう｡

さて,研究lこあたっては,目的に応じてサルの超現を

選択する必要がある｡年間繁揖可能でホルモソレベルが

ヒ11と摂似しているヒヒは大型で頻回の採血にも耐え,

性皮の腫脹も著じるしく1)ズムとホルモ'/の研究に点

適である｡また繁殖期を明確に保つニホソザルは,不

妊‥臥春期の研究に適している｡共同利用研究でサルの

ホルモソのradioimmunoassyに悪態を燃やして居る麻

生氏はヒヒとこホンザルについて宍扱結果を放り混ぜ乍

らヒト生殖生理研究のためのモデル性について発去され

た｡

田村氏がヒ11の胎児で得られた所見,すなわち,胎児

下垂休は胎生後半より活発にLHを分泌し,少なくとも

男児では,胎生前半期のHCGに代って性管外性器の発

育にあづかっているらしいという研究デー列ま,今後妊

娠ザルについて,胎児,母体血中のホルモン動僧と組み

合わせて,検討されるべき史家な周産期生理の方向であ

る｡第5の演者,一戸氏はこのたび和歌山医大から,北

大の教授に栄転された｡和歌山医大で為し得なかった卵

炎のagingの問題を組織培養法などによって北大で完

成されることだろう｡本日の御調浜にその意気込みが感

じられた｡

午後からの3題は,明確に ｢1)ズム｣というものに挑

壊していらっしゃる演者にお践いした｡先ず本間氏の鳥
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双t)ズムに関する総的｡抗却よ長くウズラの視床下部周

辺を班按光刺激する吹故をすすめて来られた結果.脳が

幣く程光に放感なこと｡年別こ赤色光に対してよく反応

し,光周性に関する従来の知見のほとんどは脳光受容符

に基づいて税明し狩ることがわかったと云う｡松果体放

伐は一般輔乳刑に比べると否定的である｡盲目にさせて
も内性1)ズムは残るので,霊長煩に関しても脳光受容-

視床下部-下垂体-性腺のsystemを考えねはなるま

い｡そういう意味でも,発情周期計時機構の分化のさ

い,環境の光1)ズムがZeit一get)erとして刷り込まれる

時期が幼児にあって24時間を1周期とする光1)ズムにひ

き込まれるとこのリズムへの依存性が確立し,不規則な

明暗交替のもとでは光1)ズムに依存しない状倍に当って

いるとする井上氏の-ムスター突放結果からの仮説はそ

のままサルに適用して考える準例をするべきだと思う｡

つづいてCJ田氏が耽 に々応も身近なmの排卵について,

最近の卵管筋TE図的御研究の結果をまじえながら分り易

く排卵リズムの説明をしていただいたのは柾めて有益で

あった｡卵が50cmもの卵管の中をモゴモゴと輸送され

てゆく8mmカラームービーでのdemonstrationは中

でも圧巻であった｡私は嘗て,このような巨大な排卵,

卵輸送を見たことがない｡このままの椛図をもってとt.

サルのそれと同一であるとは決して云えないが,そこに

は共通した原則がある哲だ｡排卵は卵の排出がないと起

らない｡その1)ズムを規制する田子が問題である｡

第3月詣宝内壁につきでている所謂Tanycitecellが
CSFを介して下垂体と視床下部の,特にmedianemit

nenceとの迎絡仲介説が立てられて10年になるが.この

魅力的な仮説も現在では香淀するむきが多い｡しかし,中

井氏の中枢の花環像は何時も爽しく,あたかもTanycite

cellがmedianeminenceからの桁報を下垂体に伝える

ための正宏な組織であるような錯覚におちいる,放細構
造に加え,他のmethodで早く結論のでることを望みた

い｡次の電既的研究はtargetorganである卵典の閉

居｡40万個におよぷ原始卵胞からたかだか数百個の卵が

えらばれる晩辞の形倍的研究である｡只野氏らはサJt,那

典卵を検索中,発生不可能と推定される顕著な異常卵を

見つけられた｡1個の原始卵胞の中に他の1個が陥入し

ているバクソで,異常卵胸内の小辞官に共通した特徴が

あり,これに上って早期に将来の異常を予知できるとさ

れて居り将来.卵典卵のautomatisum解明の材力な手

がかりができたと云える｡上記2跡こついては,屯谷氏

に司会をお駁いし且.花成技法についての追加発打をい
ただいた｡柾面を借りてお礼申し上げる｡

以上が各前者に上るm拭内容の要旨であるが,交換を

多くして理解を探めるために純絹できるまでdiscussion

していただいたため両日とも定刻を2時間近く超過し

た｡私自身,大学会での12分日払 3分肘諭というよう
な発表形式に疑問を抱いている｡それについての想見は

紙面の都合で･'Hくが,耽 の々生放生掛こ関するシソポー}

ウムが来年圧から生弧 先達,生長というカテゴ1)-の

中に吸収され,丈に発展することを希望して報告を終

る｡

(大 島 河)

第4回 ｢脳と行動｣研究会

期 日:1977年3年22日

会 場 :霊長頬研究所第1会議室

参加者 :約50名

テーマ 記憶のメカニズム

プログラム

話屈1.短期記憶とPsychologicalConstruct

小谷浮草明 (慶応大,文学部)

話題2. ｢反巧回路と記憶｣の工学的問題

甘利 俊一 (東大,工学部)

話題3.大脳皮TIでの記憶松橋の局在について

久保田 競 (京大,霊長研)

話掴4.記恰読み出し電位の生理学

下河内 稔 (阪大,人間科学部)

爪13回の r脱と行動｣研究会では ｢学習｣をとりあげ

たが.今回は r記憶｣(主として短期記憶)について,

心理学.生理学,理工学の側面から多面的に検討した｡

まず,小谷Tt!氏は,ヒT･を被扱者とした心理実験にも

とづいて.記位を2つの要素 (短期と長期)に分けるこ

との合理性について説明した後,短期記憶を含む課題辻

対する反応時間を解析し,一度記憶した情報をどのよう

なm序で検索し,照合し,正しい反応が選択されるかを

説明した｡またこの際,記憶する内容の種現や長さなど

によって検索方式が異なるなど,コソビ1-クーの記憶

のように単純化して扱えない側面のあることも指摘し

た｡つぎに甘利氏は,短期記憶のある特定の現象を説明

しようとすると,どのような工学的なシステムが考えら

れるか,また.そのようなシステムは,突際の神経回路

網の中に確かに存在し得るかについて,ラソダムに結合

する一様な神経素子モデルを用いて解説した｡氏のモデ

ルでは神経苅子相互の結合の故さを適当に選ぶと,過去

の入力の条件によって=つの興った安定状倍をとり,さ

らに抑制性の結合を条件として加えると,数多くの安定

状態が出現した｡

一方.久保田氏と下河内矧土神経生理学の側面からの

｢記位｣の関田への取り組みの現状について報告した｡

久保田氏は.ヒtでの比床面のデータから,側琉菜と浴

用が記憶に開拓していると考えられているが,サルを用
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いた突放では,側頭葉に関しては肯定的な意見と,香淀

的忠見とがあり,温馴こ関してはこれを指示するデータ

は全くないことを指摘し,一方,前頭葉に関しては,ヒ

トでは記憶との閑適は報告されていないが,サルについ

ては破壊突放や単一ニュ-ロン活動の記録によってかな

りのデータが出てきていることを報告した｡最後に下河

内氏は,明淑刺数の弁別学習を十分訓練したネコの外側

膝状休および視覚領から,誘発電位を記録し,50-90ミ

T)秒の陰性成分が刺数の塩杭に依存せず,反応の種現に

依存して変化してくることを示し,この陰性成分が記憶

の読み出し過程を反映したものであろうと指摘した｡

研究会では,各話題提供者の発表後活発な討論が行な

われ,神経生理学や理工学の側面から｢記憶｣の間超に

取り組むときの困幾や問題点が指摘されたが,時間をか

けて突放データを墳み重ねていけば,やがて記位のメカ

ニズムを解明できるであろうという点で参加者の意見は

一致した.

第4回 霊長類タンパク質の構造･

機能 ･進化

期 日:1977年3月19日

会 場 :京都大学霊長現研究所1階会読畠

参加者 :約30名

昨年度は同上テーマで,脳および神経系の生化学に中

心をおいて,霊長類タンパク質の構造･故能 ･進化の問

題を論じた｡今回は.血液関係のテーマに的をしぼって

研究会を行なった.

1. 血液故国系とキニン系との閑適- キニノー〆ソの

構造と較随を中心にして

岩永 貞昭 (阪大 ･蛋白研)

2. 血管内政固症供群 (DIC)について

江川 宏 (関西医大)

3. 補体の榊逝と粒能

奥田 智子 (東北大 ･抗酸研)

4. サルとヒT.の白血球塾の疑似性

鈴田 達男 (東京医大)

5. サルおよびヒト血中ドーパミソβ一水酸化酵素につ

いて
永辞 俊治 (東工大 ･生命科学)

6.典'Ei'へそグロピソの病態生化学

林 昭 (阪大 ･医)

7. ニホソザルのヘモグロビンについて

竹中 修 (京大 ･霊長研)

8. 盟長玖ヘモグロビンの分子進化

松田 源治 (長崎大 ･医)

9. CDスペクトルからみた霊長拐ヘモグロビンの系統

放鳥 達也 (青山学院大･理工)

岩永氏は,血液故国系とキニン系について概説すると

ともに,さらに氏の長年にわたるキニ/-ゲソの構造と

校能に関する分子レベルでのユニークな研究成果を紹介

した｡この稜の基礎的研究が霊長杭でも進められること

が期待される｡

江川氏は,線溶系に関する概説を含め,血管内溌固症

候群について概説するとともに,最近ニホソザルで行な

ったモデル実験について言及した｡この種の研究はサル

では他にまだほとんど例がなく,医学的盃要性から今後

さらに進められる必要があろう｡

奥田氏は補体系について概説し.補体の構造と較能に

関する現在の研究状況を紹介した｡霊長燐に関する補体

系の研究はまだほとんど行なわれていないので,今後積

極的に進める価値があろう｡

鈴田氏は,サルとヒトの白血球型に関する最近の詳細

な比較研究結果を紹介し.その筋似性について論じた｡こ

の種の研究はヒトの臓器移植の問題と関適して医学的に

極めて盃賓であるが,同時に霊長燐の超間の散妙な差異

を検出する目的にも利用できる可随性があり,今後の研

究の進展が望まれる｡

永持氏 (代理講抗;加藤武氏)はニホソザルの血中ド

ーパミソβ-水酸化酵素活性の年令による変化を調べ,

ネズミの場合と異なり,ヒ7･と同様に出生月割こ低く,皮

長とともに増加すること.しかし,活性値はヒトよりはる

かに低いこと,等の知見を紹介した｡この酵素活性は,

交感神経活動の指標となりうるものと考えられており,

永津氏らは,ヒトで商いのは=足歩行に上るものである

との仮説をたてている｡霊長現の超間でどのような差異

がみられるか今後の研究に興味が持たれる｡

林氏はヒT.異常ヘモグロビンに関する病恩生化学的研

究に関して詳細な説明を行なうとともに,その研究の現

況を概説した｡現在までに知られたヒT･の異常へモグロ

ピソの数は200種洪以上に適しており,その研究は,医

学的に塩安であるのみならず,へそグロピソの構造と機

能の研究にも珪要な役割を果たしている｡

竹中氏は,ニホソザルのへそグロピソの出生,成長に

ともなう胎児型から成体型への変換,これらへモグロピ

ソの諸性質 (酸素飽和曲絵など),また最近発見された

異常へモグロピソの同定 (β鎖の83位がグ1)シソから

システイソに置換している)とその性質等に関する基礎

的研究成果を紹介した｡サルの異常へそグロピソとして

同定された最初のものであるが,今後別の塩焼のものが

見つかるかどうか興味が持たれる｡･

松田氏は,長年にわたる霊長規のヘモグロビンの一次

榊造研究に基づく分子進化の研究成果を紹介した｡ま

た,最近決定した ツバイヘモグロビンの一次構造を示

し,一次構造レベルからはツパイを霊長煩に属させるこ
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とには無理があることを述べた｡今後モグラのヘモg'ロ

ど./との関係などが解明されるとこの点がもう少しはっ

きりすることになろう｡

駁砧脚 ま,各位悪F<爪のへそグロビ'/の市次稲造を円

仰光二色性スペクトル分析により洲達し,機関に微妙な

凸穴のあることを指摘した｡ユニークな研兜で今後の遊
民に興味が持たれる｡一次榊造既知のヘモグロビンにつ

いては,それと立体構造との関連をも考慮に入れて行く

必要があろう｡

今回の研究会では,霊長類の血攻を置鼓研究に用いて

いる研究者が講演者の大部分であり,このうちの大半は

本研究所の共同利用研究に参加されている方々であっ

た｡今後,この槙の研究者は徐々にではあるが.前突に増

加して行くものと思われるが,基W.=的研究と応用的研究

がパラソスを保って進められて行くことが期待される｡

(文煎 市m鰹治)

第4回ロコモーション･ワーキング

グループ研究会

期 日:1977年3月14日(刀)

場 所 :京都大学霊長研研究所1階会顎宝

参加者数 :約50名

プログラム

司会 近藤 四郎 (京大 ･霊長研)

岡凹 守彦 (東京教育大 ･体-ff)

1.ロコモーシ才'/タイプとエネルギー代謝
共家 和生 (京大 ･霊長研)

2.輔乳現の遊動の校m

野村 晋- (東大 ･良)

3.走遊動におけるT･レイソアビ1)ティー

星川 保 (愛知県立大 ･体育)

4.狩猟採弟民とラソニソグ

渡辺 仁 (東大 ･文)

総合討論 司会 同上

当研究会は.ホミニゼーシ三ソを考える際に盃要なポ

イソトである,ロコモーシ?ソの問題を特にとりあげ

て.研究を探めている会であり.前回までは主に,歩行

迎動における放伐形借学的,あるいは生枚榊学的な解析
をテーマとして研究会を閃いてきた.今回は.こうした

メカニカルなデータを土台として.別な悦点からロコモ

ーシ■ソを兄正すことに上り.一周の理解を潔めようと

いう主旨から,(1)比較動物学的な放点よりみたロコモー

シヲソ.及び(2)ヒ7.とラソニソクとの閃鼠 という2点

をテーマとして研究会を開いた｡

其家は,比較生理学の立場からロコモーシztソの問題

を扱い,主にSchmidトNulsen一流のおこなった,エ

ネルギー'代謝の研究を-報告し, フライソ〆, ラソニ ソ

〆.スイミソクという3つの大きなロコモーシゴソタイ

プが,洞穴エネルギーの観点からみても,この3つの大
きな〆ループに分れること,単位体重単位距離当たりの

洞穴エネルギーは,上記のロコモーシ{/タイプの塀に

小さくなることなどを示した｡また,2足走行と4足走

行の経済性の閃皿をとりあげ,2足走行の高エネルギー

を明らかにした｡こうしたエネルギー代謝の分野からの

アプローチというものも.今後のロコモーショソの解析

方法として盃要であると思われる｡

ひき続き,野村氏は.多年にわたる用の走遊動に関す

る研究を示され,ことに同氏の叩門であるリサイソト

メカニクス (凹節tAm学)の捕朽な研究が,用の足のら
せん運動のメカニズムを明らかにしてきた過程などを話

された｡こうした関節面の杓近S.リ.イソト メカニク

スに的する研究は.泣F<桝学の中では,いまだ未発達の
分野であり.正長mの形腿や校地.ひいては行動のバタ
ーソにまで和朽しうる正賓なテーマであることは明らか
であり,当研死金としても,ロコモーシ■ソを探る上で

の材力な手段として,認泡を新たにしたしだいである｡

こうした忠味から.氏の研究に対する参加者の関心も拓

く,括死な想見の交損がおこなわれた｡また同氏は,屈

の走運動における研究史や,日本におけるパイオニア的

存在としてJRカされた,チt/メ†l)ソ〆に関する研究.

あるいは装蹄法に関する研兜などにも言及し,屈に関す

る広範な知識を示すとともに,ロコモーシ甘ソ研究の多

角的な面を示された｡

星川氏は,ヒトの尭遊動におけるトレイニソグ能力と

いうことで,主に沌遊動の上手な磐と下手な者との諸々

の差について話され,上手な者ほど,皿心の上下動が小
さいことや,上手な老ほど,列 瓦を大きくして記録を伸

ばしていることなどを示された｡尭運動におけるスキル

の問題は,ホミニゼーシ丁ソの過掛こおいても盃要な問

題であり,直接には結びつかないまでも,ホミニゼ～シ

ョソの過程における形倍や生倍を探る上に,変更な示度

を与えるものである｡こうした忠味から,ヒトとラソニ

ソ〆との関節もテーマとして とりあげられたわけであ

り,前回までの研究会とは少し爽なった視点からロコモ

ーシナソの閉店にせまることができたわけである｡

最後に渡辺氏は,狩猟採集民におけるランニソグの重

要性について,同氏の年来の考えを示された｡その基本的

な考えは,資料として配布された,…Running,Creeping

andClimbing:A New EcologicalandEvolutio一

mry PerspectiveonHuman Locomotion"(H･

Watanabe.MANKIND.1971,June,Vol.8,No.1)i

"HumanActivitySystem:ItsSpatiotemporal

Structure''(H.Watanabeed.Univ.ofTokyo.
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Presa)に著わされているので.くわしくは,これを参

照されたいが,ランニソクの能力というものが狩猟にお

いてきわめて盤要な役割を果していることを力説され

たものである｡こうした研究も,'ホミニItf-シヲソの過

程におけるロコモーシiソの問題を扱う際には,盃要な

示変を与えるもので,参加者からの活発な質問があり,

ラソニソクの役割については,総合討論の時間も糞して

質疑がなされた｡

今回の研究会の特徴は,これまでの研究会とは視点を

変えてロコモーシ古ソの問題を見直したということであ

り.その意味においては期待した成果が得られたものと

思われる｡演題のテーマが多少ばらついているのも,新

しい観点からロコモーシヨソの問題をみるという主旨か

らするとやむを得ないところであろう｡今後は,こうし

て得られた新しいテーマを含めて,世話人一同,内容を

煮つめ,次の研究会への基礎としていきたいと考えてい

る｡

世話人 近藤四郎,渡辺 毅,兵家和生 (筆)
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